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取組状況

公開日：2023年６月

項目名

スーパーグローバル大学創成支援事業の継続・発展

内容

「スーパーグローバル大学創成支援」の事業終了後も各種取り組みを継続し、多様性のある教育環境の構築を着実に進める。

グローバル・モビリティとして外国人留学生の受け入れおよびサポートの充実等、グローバル・ラーニングとして国際的に通用する教

育プログラムの整備および外国人教員の増加等、グローバル・アドミニストレーションとして教育と研究を支える大学運営のグロー

バル化等、またグローバル・コアとして大陸別に戦略的グローバルネットワークを形成し、これらをグローバル・コア・センターが主導

し、目標を具体化し推進する。

昨年度に第2回中間評価を受け「Ｓ」の評価を獲得した。前回の第1回中間評価での「Ｓ」評価に続き、

本学の着実な取り組みが高く評価された。

ただし、コロナ禍にあって、昨年度から外国人学生の受入れや本学学生の海外派遣がままならない状況が

続いている。受入れや派遣については、諸情勢が好転し、可能になったところから再開した。他方で、オンラ

インによる国境を越えた教育交流プログラムへのニーズが高まっており、海外在住の学生に授業や学習の機

会を提供するだけでなく、海外諸大学との学生交流や日本語教育等が提供できるよう検討を進めた。

２回目の中間評価で「Ｓ」を獲得したことを受け、９年目となる本年度は、次の最終年度に向け、外国人

学生の募集・受け入れや本学学生の派遣について、オンラインを活用した「国際協働オンライン学習プログ

ラム（COIL）」の活用などにより積極的に教育交流を推進した。

このCOILは文部科学省が昨年度に形成し、本学も複数のプロジェクトに参画している「大学の国際化促

進フォーラム」のプロジェクトにおいて、関西大学と共にモジュール（科目群）の提供を開始した。また、プロ

ジェクト「国際交流プログラムの効果の客観的評価テスト開発及びその普及」では、本学は連携校として採

択（幹事校・広島大学）され、今後国内をはじめ各大学・諸機関と幅広く連携し展開していく予定であ

る。



事業計画4－13－34

計画名

実行開始年度

2021年度 B 2025年度 2028年度

2022年度 A 2026年度 2029年度

2023年度 2027年度 2030年度

2024年度

事業計画4－13－35

計画名

実行開始年度

2021年度 A 2025年度 2028年度

2022年度 A 2026年度 2029年度

2023年度 2027年度 2030年度

2024年度

事業計画4－13－36

計画名

実行開始年度

2021年度 A 2025年度 2028年度

2022年度 A 2026年度 2029年度

2023年度 2027年度 2030年度

2024年度

事業計画4－13－37

計画名

実行開始年度

2021年度 B 2025年度 2028年度

2022年度 A 2026年度 2029年度

2023年度 2027年度 2030年度

2024年度

グローバル・モビリティ　― 多様な価値観が集まるグローバルキャンパス構築

達成度　　A・・・達成　　　B・・・一部達成　　　C・・・未達成

年度達成度

最終目標からの達成度 B

2021年度

年度達成度

最終目標からの達成度 B

グローバル・ラーニング　― 国際的に通用する教育プログラムの充実

2021年度

年度達成度

最終目標からの達成度 B

グローバル・アドミニストレーション　― グローバル化に対応したマネジメントの整備

2021年度

グローバル・コア　― 戦略的グローバルネットワークの形成　※4-12-33と同様

2021年度

年度達成度

最終目標からの達成度 B


